
目標値

男女が多様な生き方を選択できる環境が整っていると感じている市民の割合

100%

34.9%

配偶者暴力防止法の認知度 84.5%

（２）あらゆる分野への男女共同参画の推進
基準値

指標 市の審議会等における女性登用率

令和３年度　行政評価調書

小施策
及び
指標 45%

21.4% 基準値より増

基準値より増
社会全体で男女平等となっていると感じている市民の割合

（１）男女の人権の尊重と男女共同参画の意識づくり

基準値

基準値 目標値

目標値

（３）男女が多様な生き方を選択できる環境づくり

指標

■施策の概要 （第７次総合計画　基本計画　P.92～93）

まちづくり
６つのテーマ

テーマ２　誰もがいきいきと健やかに暮らせるまち（市民福祉）

施策名 ２－６　男女共同参画社会

所管部 生活環境部 関係部 福祉保険部・こども未来部・保健所

（第７次総合計画　基本構想　P.37）

指標

■施策の内容（小施策） （第７次総合計画　基本計画　P.92～93）

　市民一人ひとりが性別に関わりなく、互いに人権を尊重し、それぞれの個性や能力を十分発揮できる
男女共同参画社会を目指します。
　このため、根強く残る性別役割分担意識の解消や男女平等の意識啓発への取組を進めるとともに、あ
らゆる分野において誰もが対等に参画でき、多様な生き方を実現・選択できる社会づくりに向けた取組を
進めます。

基準値

22.3%

目標値

この施策の
目指すべき姿と
その展開方向

市民アンケート
指標



⑴

⑵

⑶

（指標推移） （改善内容等）

Ａ：各指標の推移は順調 １：主な予算事業等をこのまま継続して推進する

Ｂ：各指標の推移は概ね順調 ２：主な予算事業等を改善しながら推進する

Ｃ：各指標の推移はあまり順調でない ３：主な予算事業等の内容の全面的な見直しを行う

Ｄ：各指標の推移は順調でない

（指標推移） （改善内容等）

Ａ：各指標の推移は順調 １：主な予算事業等をこのまま継続して推進する

Ｂ：各指標の推移は概ね順調 ２：主な予算事業等を改善しながら推進する

Ｃ：各指標の推移はあまり順調でない ３：主な予算事業等の内容の全面的な見直しを行う

Ｄ：各指標の推移は順調でない

　指標推移は、基準年から目標年までに基準値から目標値まで平均的に増加（減少）させた場合の値を標準値とし、当該年度の
実績値と標準値を比較して判定。
（目標値まで増加させる場合の例：実績値≧標準値⇒◎、実績値＜標準値⇒△）

各小施策の
指標の推移

施策名 ２－６　男女共同参画社会

所管部 生活環境部

市民アンケート
指標

社会全体で男女平等となっていると感じている市民
の割合

基準値 令和３年度 令和５年度 目標値

22.3% 18.6% 基準値より増

令和３年度　行政評価調書

■施策の評価（一次評価）

まちづくり
６つのテーマ

テーマ２　誰もがいきいきと健やかに暮らせるまち（市民福祉）

関係部 福祉保険部・こども未来部・保健所

市民アンケート
指標の推移 △

◎：指標の推移は順調

△：指標の推移は順調でない

－：判定不能（実績値なし）

実績値 推移 目標値
配偶者暴力防止法の認知度 84.5% - - 100%

上記特記事項

○各指標の推移等は、一次評価のとおりと考えるが、社会全体で男女平等となっていると感じている市
民の割合や、男女が多様な生き方を選択できる環境が整っていると感じている市民の割合は低水準で
推移している。
○新型コロナウイルス感染症の影響により、市民参加型の事業が予定どおり実施できなかった現状を踏
まえ、コロナ禍においても対応可能な方法で事業を推進できるような方策を検討すること。
○市の審議会における女性登用率については、啓発活動や周知活動に留まらず、社会情勢や市民から
の意見などを踏まえた登用率向上の方策を検討すること。

■施策の評価（二次評価）

【二次評価】
達成度の向上
等へ向けた今
後の方向性

Ｄ－１

上記特記事項

・全体として各指標の推移は順調ではない。市民参加型の事業については、新型コロナウイルスの影響
による落ち込みが顕著となっている。
・小施策（１）～（３）について、引き続き各事業を継続していくが、市民参加型の事業については、充分な
感染対策を行ったうえで、安全な開催に努めていく。

【一次評価】
達成度の向上
等へ向けた今
後の方向性

Ｄ－１

指　　標

市の審議会等における女性登用率 34.9% 33.8% △ 45%
男女が多様な生き方を選択できる環境が整っていると感じている市民の割合 21.4% 19.4% △ 基準値より増

基準値



◎ ：指標の推移は順調

△ ：指標の推移は順調でない

- ：判定不能（実績値なし）

① ② ③
④

⑤

① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③

１：各事業をこのまま継続して推進する

２：予算事業等を改善しながら推進する

３：予算事業等の内容の全面的な見直しを行う

　指標推移は、基準年から目標年までに基準値から目標値まで平均的に増加（減少）
させた場合の値を標準値とし、当該年度の実績値と標準値を比較して判定。
（目標値まで増加させる場合の例：実績値≧標準値⇒◎、実績値＜標準値⇒△）

指標推移
の要因等

・講演会・パネル展については、堅調な参加が続いてるが、コロナウイルスの影響による人数制限等により事業展開
が困難な状況となっている。
・女性相談について、ＤＶカードの配布等により周知に努めているが、ほぼ横ばいの相談件数が続いている。
・指標推移については、5年ごと（次回令和３年度）に行う市民調査により判断するため、現状での判断は困難である
もの。

主な
予算事業等

名称（事業番号） 前年度決算（見込）額

⑤

担当

目的と概要

事業等実施状況

⑤

④

生活環境部男女共同参画課

5

ＤＶなど様々な暴力の根絶のため、警察、北海道、その他の関係機関と連携し、女性相談や啓発事業を実
施

相談件数は、平成30年度　137件、令和元年度　109件、令和2年度　126件。周知・啓発については、DVハンドブックを
作成し、配布・市HPへ掲載。DV相談カードを作成し、市内各所へ配置。高校生向け「デートDVリーフレット」の市内各校
への配布など。

千円

1指標推移
への対応

対応の内容

＜対応の内容を箇条書きで記入＞

講演会・パネル展の内容や情報誌への掲載内容について、世の中の情勢、トレンド等に目を配りながら開催・発行
を続けていく。
講演会やパネル展については、コロナウイルスの影響による開催の制限が予想されることから、感染対策を行いな
がら開催する必要がある。女性相談に関しては、これまでどおり警察や市関係部局、道女性援助センターなどと連
携を取りながら実施していくほか、様々な媒体を活用しＤＶ防止の周知・啓発を行っていく。
R3年度に行う市民調査により指標を確認していくとともに、判断を行っていく。

生活環境部男女共同参画課45

男女共同参画情報誌刊行費（00471） 0 千円

情報誌「ぱるねっと」の発行による男女共同参画の意識の浸透と人権尊重の啓発

平成29年度　「小樽市男女共同参画に関する市民意識調査の結果から」ほか、平成30年度　「セクハラは重
大な人権侵害です！」ほか、令和元年度　「今、家庭で何が起きているのか？」ほか。令和2年度はコロナウイ
ルスの影響により発行中止。各5,000部作成。

男女共同参画推進経費（00472） 44

指標推移 -

④

⑤

④

⑤

④

④

⑤

主な取組

★情報誌「ぱるねっと」の発行、講演会、パネル展等の開催による男女共同参画の意識の浸透と人権尊
重の啓発（生活環境部男女共同参画課）
〇男女共同参画の視点に立った教育と男女の自立に向けた学習機会の充実や情報提供（生活環境部
男女共同参画課）
★ＤＶなど様々な暴力の根絶のため、警察、北海道、その他の関係機関と連携し、相談員による相談事
業を実施（生活環境部男女共同参画課）

1

2

3

4

女性相談関係経費（00469）

令和３年度　行政評価調書（小施策検討シート）

指標

指標名 指標の基準年 基準値 目標値

配偶者暴力防止法の認知度 平成28年7月 84.5% 100%

令和５年度

- -

千円 生活環境部男女共同参画課

（１）男女の人権の尊重と男女共同参画の意識づくり （第７次総合計画　基本計画　P.92）

講演会、パネル展等の開催による男女共同参画の意識の浸透と人権尊重の啓発

男女共同参画月間を設定し、経済センターで講演会を開催（参加者平成30年度　95名、令和元年度　100
名、令和2年度はコロナにより中止）したほか、市内3か所（市役所、ウイングベイ、長崎屋）でパネル展を実
施。

性的マイノリティー（ＬＧＢＴ）への理解促進 予算なし 千円 生活環境部男女共同参画課

年度ごとの実績値
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

性的マイノリティー（ＬＧＢＴ）への理解を促進するための、啓発活動等を実施。

平成29年度　支援者団体との情報交換会を開催したほか、啓発のパネル展を開催。平成30年度　情報誌
「ぱるねっと」に啓発記事を掲載。令和2年度　市ホームページに啓発のページを掲載。

千円



◎ ：指標の推移は順調

△ ：指標の推移は順調でない

- ：判定不能（実績値なし）

① ② ③
④
⑤
① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③

１：各事業をこのまま継続して推進する

２：予算事業等を改善しながら推進する

３：予算事業等の内容の全面的な見直しを行う

　指標推移は、基準年から目標年までに基準値から目標値まで平均的に増加（減少）
させた場合の値を標準値とし、当該年度の実績値と標準値を比較して判定。
（目標値まで増加させる場合の例：実績値≧標準値⇒◎、実績値＜標準値⇒△）

令和３年度　行政評価調書（小施策検討シート）

（２）あらゆる分野への男女共同参画の推進 （第７次総合計画　基本計画　P.93）

指標

指標名 指標の基準年 基準値 目標値

市の審議会等における女性登用率 平成30年4月

△

主な取組

〇市の各種審議会・委員会などにおける女性の登用促進及び実態調査の実施と女性登用率の公表（生
活環境部男女共同参画課）
〇男女共同参画セミナーの開催と地域活動の中核を担うリーダーの育成（生活環境部男女共同参画
課）
〇労働施策と連携し、育児・介護などの各種制度の周知と「ワーク・ライフ・バランス」の考え方の普及・啓
発（生活環境部男女共同参画課）

34.9% 45%

年度ごとの実績値
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

33.8% 33.8%

指標推移

主な
予算事業等

名称（事業番号） 前年度決算（見込）額 担当

目的と概要

事業等実施状況

1

男女共同参画セミナー経費（01818） 0 千円 生活環境部男女共同参画課

④
社会のあらゆる分野において、男女が対等なパートナーとして参画できる男女共同参画社会を実現するた
め、現状と課題について自ら学ぶ参加型学習セミナーの開催

⑤
平成30年度　２講座（受講生延べ58人）　令和元年度　２講座（受講生延べ62人）　令和2年度　コロナにより
開催中止

④ 各種審議会・委員会などにおける女性の登用の実態調査の実施と公表

⑤ 令和元年度　33.8%　令和2年度　33.8%

3

「ワーク・ライフ・バランス」の考え方の普及・啓発 予算なし 千円 生活環境部男女共同参画課

④

2

女性登用促進についての調査 予算なし 千円 生活環境部男女共同参画課

仕事と生活の調和についての考え方「ワーク・ライフ・バランス」について普及・啓発を行う。

⑤ 令和2年度 パネル展「男女共同参画社会における男性の役割について」を市内３会場にて開催

4

千円

④

⑤

5

千円

④

⑤

6

千円

④

⑤

指標推移
の要因等

・女性登用率について、働きかけは行っているものの、各団体からの委員の推薦等に女性が少ない状況があり、登
用率はここ10数年、減少してはいないものの、ほぼ横ばいの状態が続いている。

指標推移
への対応 1

対応の内容

＜対応の内容を箇条書きで記入＞

・女性登用率の目標達成へ向け、関係各所への働きかけを継続するほか、女性の社会進出を促す啓発活動や女
性の意思決定過程への参画がもたらすメリット等について、ぱるねっと等の広報誌や市ＨＰでの周知などに力を入
れることにより、女性の登用へつなげていく。
・セミナーについては、内容の充実を図りながら、開催を継続していく。



◎ ：指標の推移は順調

△ ：指標の推移は順調でない

- ：判定不能（実績値なし）

① ② ③
④
⑤
① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③

１：各事業をこのまま継続して推進する

２：予算事業等を改善しながら推進する

３：予算事業等の内容の全面的な見直しを行う

　指標推移は、基準年から目標年までに基準値から目標値まで平均的に増加（減少）
させた場合の値を標準値とし、当該年度の実績値と標準値を比較して判定。
（目標値まで増加させる場合の例：実績値≧標準値⇒◎、実績値＜標準値⇒△）

令和３年度　行政評価調書（小施策検討シート）

指標推移 △

1指標推移
への対応

 福祉保険部福祉総合相談室

 福祉保険部福祉総合相談室

こども未来部子育て支援課

⑤
地域包括ケアを実現するための中核機関として、日常生活圏域（東南部、南部、中部、北西部）毎に地域包括支援センターを設置し、
４法人にその運営を委託している。業務内容（総合相談支援業務、権利擁護業務、包括的・継続的ケアマネジメント支援業務、介護予
防ケアマネジメント業務等）（地域包括支援センター運営事業費）

4

多様なライフスタイルに対応した子育て支援事業 - 千円

⑤ 実施数　平成30年度　2,171人　令和元年度　1,742人　令和2年度　212人（健康教育事業費）

年度ごとの実績値

平成30年度　養成数6名　サポーターによる健康教育　延1,591名　令和元年度　市民ウォーキング講座開催。参加　143名　サポー
ターによる健康教育　延べ1,692名　令和2年度　サポーターによる健康教育　延べ170名（小樽健康づくりウォーキング推進事業費）

3

保健所健康増進課

- 千円

④
高齢者が住み慣れた地域で尊厳ある生活を継続できるよう、心身の健康維持、生活の安定のために必要な相談・援助を
行うことにより、保健医療の向上や福祉の増進を包括的に支援することを目的に地域包括支援センターを設置している。

 福祉保険部福祉総合相談室

2

健康づくり機会の提供（ウォーキング講座） - 千円

④
生活習慣病予防及び将来の認知症予防に有効なウォーキングの手法を市民へ普及するための市民ボラン
ティアを養成する。

⑤

対応の内容

指標推移
の要因等

・多様なニーズに対応する子育て支援事業の利用は堅調なものの、健康教育関連など、参加型の事業について
は新型コロナウイルスの影響等により、参加者の減少が見られる。
また、男女共同参画に対する意識の高まりによって、それまで放置されてきた女性の置かれた不平等な立場が顕
在化してきていることも、指標の低下につながっていると考えられる。

6

障害者の相談支援 - 千円

④
障がい者本人や家族が障害福祉サービスや日常生活全般にわたる相談を受けられる体制を構築すること
により、障害福祉の充実につなげる。

⑤ 相談者実施数　令和2年度　2,714人（地域生活支援事業費）

＜対応の内容を箇条書きで記入＞

・多様な生き方を選択できる環境の整備が不可欠であることから、引き続き各事業を継続する。

④ 様々なニーズに応じ、延長保育やファミリーサポートセンター事業などの保育サービスを実施する。

主な
取組

〇各種健康相談や母子保健の充実、健康教育の推進と疾病予防対策の充実、健康づくりの機会の提
供（保健所健康増進課）
〇多様なライフスタイルに対応した子育て支援、高齢者と家庭の状況に応じた介護サービスの充実（こど
も未来部子育て支援課、福祉保険部介護保険課）
〇高齢者や障がい者等の自立支援と生きがいづくり（福祉保健部福祉総合相談室）

主な
予算事業等

名称（事業番号） 前年度決算（見込）額 担当

目的と概要

事業等実施状況

1

健康教育の推進 - 千円 保健所健康増進課

④
市民が自らの健康に関心を持ち、健康管理を主体的に実践できることを目的とし、市民に対して、生活習慣
病予防を主とした、各種健康づくりに関わる情報提供や相談を行う。

高齢者と家庭の状況に応じた介護サービスの充実

（３）男女が多様な生き方を選択できる環境づくり （第７次総合計画　基本計画　P.93）

令和４年度 令和５年度

指標名 指標の基準年 基準値 目標値

男女が多様な生き方を選択できる環境
が整っていると感じている市民の割合

令和元年
指標

21.4% 基準値より増

令和元年度 令和２年度 令和３年度

⑤
・延長保育延べ利用児童数　令和元年度　4,725人　令和２年度　4,181人（延長保育事業費）、・ファミリーサポートセン
ター事業延利用人数　令和元年度　748人　令和２年度　700人（ファミリーサポートセンター事業費）

5

高齢者の生きがいづくり（老壮大学） - 千円

④
老壮大学を、概ね60歳以上の市民を対象に、生涯学習を通じて心身共に健康の増進を図る場として、昭和
40年度から開設。

⑤ 学生数　令和元年度　218名、令和2年度　188名（老壮大学運営委員会補助金）

21.4% 19.4%


